
 

『イタイイタイ病映像展』を開催しました。  

 

  １月２７日（火）から２９日（木）まで富山市民プラザ２階アトリウムにて『イ

タイイタイ病映像展』を開催しました。天候には恵まれませんでしたが、中心市街

地での開催ということもあり、多くの方にご来場いただきました。 

この映像展は、イタイイタイ病の最初の患者発生から約百年が経過し、時間の経

過とともにこの公害の恐ろしさを知る人、その克服の歴史を語ることができる人が

減っていく状況の中で、イタイイタイ病被害の風化防止を目的とした取組みの一つ

として開催しているもので、今回で３回目となります。 

 映像展では、患者家族や被害者団体役員、弁護士等、多くの関係者の証言映像２１

本を順次上映した外、被害者団体より寄贈いただいた写真パネルを展示しました。 

来場者の中には、当時婦中町に住み、地元の被害を振り返りながら再確認している

方やメモを取りながら真剣に視聴されている方の姿も見受けられました。来場者の

方々は、証言映像から、当時の患者やその家族、被害者団体等の関係者の被害克服

までの苦労やその想いの一端を強く心に感じることができたのではないでしょうか。

イタイイタイ病は、川や農地の汚染により豊かな自然環境を破壊し、多くの患者や

その家族を苦しめました。二度と悲惨な公害を引き起こしてはならない決意をあら

ためて確認する機会となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会場内の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

  ２月１４日開催、『イタイイタイ病を考える県民フォーラム』にご期待く

ださい。 

 

２月１４日（土）に資料館２階交流学習ルームにて『イタイイタイ病を考える県民

フォーラム』を開催します。次代を担う小・中学生、大学生による学習・研究成果の

発表やシンポジウムとして四大公害病資料館の館長等が一同に会し、これからの公害

資料館の果たす役割と課題について議論します。 

また、県民講座として講師にアグネス・チャン氏を迎え、ご自身の活動や経験に基

づき、「水の惑星に生まれて～美しい海と森について～」と題したお話をしていただ

きます。幅広い分野で活躍されているアグネス・チャン氏の講座にもご期待ください。 

皆様この県民フォーラムを通して、イタイイタイ病について考えてみませんか。多

くの方のご参加をお待ちしております。 

なお、参加には事前申込みが必要です。案内チラシ裏面の申込書に必要事項を記載

のうえ、２月１１日（水）までにファックス又は電子メールにてお申し込みください。

締切日が迫っておりますのでお早めにお申し込みください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

申し込み先 富山県立イタイイタイ病資料館 

            ＦＡＸ ０７６－４２８－０８３３ 

            Ｅ－mail idforum@esp.pref.toyama.lg.jp 

 


